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１．調査研究の目的

先の震災が子どもたちの心に及ぼす影響をいかに少
なくするか、すなわち、心のケアの問題が急務とな
り、心理臨床家によるメンタルケアの実践が注目を集
めている。現在のメンタルケアの中心は、地震や津波
を原因とするPTSD（心的外傷後ストレス障害、いわ
ゆる�心的トラウマ�）の問題である。阪神淡路大震災
のときにも、被災者のメンタルケアの問題が浮上し、
このときも同様にPTSDの問題がメンタルケアの中心
的問題となった。今回の震災により福島県も地震と津
波を経験したという点では、PTSDへの対応が欠かせ
ないことは言うまでもない。だが、現段階ではそれ以
上に、原発事故が子どもたちの心に及ぼす影響が、こ
こ、福島県では速やかな対策を必要とする大きな問題
となっている。

原発が引き起こした心の問題の中心は、ストレスと
フラストレーションだと我々は考えている。ストレス
やフラストレーションの問題は、PTSD の問題とは
まったく別の問題であり、対処の方法もPTSDの問題
とは異なっている。しかし、残念ながら現段階では
PTSDだろうが、ストレスだろうが、区別されること
なく『心のケア』が実践されているのが福島の現状で
ある。福島の子どもたちが本当にかかえている心の問
題を科学的にきちんと調べ、その対策を社会や国に広
く訴えていくことが必要だと我々は考えている。

そこで、私たちはまず、�子どもをもつ親たちが自
分の子どものストレスに気づき、どのように対処した
らよいのかをわかりやすく示したストレス対応マニュ
アルを作成した（資料参照）。次に、子どもたちの心
のストレスについて科学的な測定がなされていないと
いう昨今の現状を踏まえ、�心理学的ストレス尺度を
作成し、それを用いて福島県内の子どもたちのストレ
ス強度の測定を行うことにした。さらに、子どもをも
つ親のストレスも併せて測定することで、現在の福島
県における心の問題の構造について考察していくこと
にした。

この報告書においては、�としてあげた、子どもの
心のストレス調査の結果を中心に報告する。
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３．調査研究計画・方法

調査対象者：福島市または郡山市内の小学校に通学し
ている児童、１２１０名および福島市または郡山市内の幼
稚園・保育園に通園している園児、６６０名を調査の対
象とした。
調査時期：平成２３年６月中旬から同年７月下旬。
調査方法：小学校または幼稚園・保育園の教員から個
別に封筒に入れた質問票を調査対象者に配布しても
らった。記載済みの質問票は小学校または幼稚園・保
育園にて回収してもらった。回収数は児童、８６８名、
園児、４５４名で、全体では７０．７％の回収率であった。
質問票：質問票は次の５つのセクションから構成され
た。
�フェイスシート：調査対象の年齢、性別、３月１１

日に被災した場所、震災前の居住地、避難の有
無、地震や津波による自宅の被害、経済的な問題
等について質問した。
�保護者の放射線不安の評価：保護者が今回の原発

事故により原発から放出された放射性物質、ある
いは放射線に対してどのくらい不安に思っている
かを測定するため、質問紙によって調べた。「洗
濯物は外で干していますか」「換気扇は使ってい
ますか」「窓を開けて部屋の換気をしますか」「お
子様に外遊びをさせますか」など、９項目を用意
した。「今までどおりやっている」「ときどきやっ
ている」「やらなくなった」「もともとやらない」
（項目により尋ね方を変えている）の４選択肢の
中から一つを保護者に選択させた。
�保護者のストレス評価：今回の震災および原発事

故の後、保護者がどの程度のストレスを感じてい
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因子
１ ２

窓を開けて換気をする ．８６１ －．１２０
換気扇を回す ．６５４ －．０８４
洗濯物を外に干す ．６１４ －．００５
水道水を飲む ．４２２ ．１８４
子どもに外遊びをさせる ．４０３ ．３１５
外出時に子どもにマスクをさせる ．３２３ ．２４０
放射線量を確認する －．１０８ ．６８９
放射能について調べた －．０４８ ．６０９
県内の野菜を購入する ．３２１ ．４２７

るのかを測定するため、岩井（２００６）による
SQD とよばれるストレス評価尺度を参考に作成
した。質問項目は８項目で、「よくある」から
「まったくない」までの４件法で回答させた。
�子どものストレス評価：今回の震災および原発事

故の後、子どもたちがどの程度のストレスを感じ
ているのかを測定するため、Parent report of the
child’s reaction to stress（Fletcher，１９９６）および
その日本語版である子どもストレス反応調査（改
訂簡略版）（田中ほか，２００１）を参考に、１９項目か
らなるストレス尺度を作成した。回答はすべて子
どもの保護者にしてもらった。子どもの直近の一
カ月の様子を思い浮かべながら、「よくある」か
ら「まったくない」までの４件法で回答させた。
�子どもの睡眠習慣評価：最近一カ月の子どもの様

子を思い浮かべながら、子どもの睡眠習慣につい
て保護者に評価してもらった。Owen ら（２０００）
が開発したThe Children’s Sleep Habits Question-
naire（CSHQ）お よ び そ の 日 本 語 版（土 井
ら，２００７）を参考に、２１項目を作成した。「いつも
（週に５～７回）」から「めったに（週に０～１
回）」までの３件法で回答させた。

４．結果と考察

�保護者の放射線不安
保護者の放射線不安尺度の全項目のデータを使い、

主因子法による因子分析を行った。その結果、本尺度
は２因子から構成されると考えられた。そこで、２因
子を仮定し再び主因子法・プロマックス回転による因
子分析を行った。プロマックス回転後の最終的な因子
パターンを Table１に示す。

Table １ 保護者における放射線に対する不安尺度の因子
分析結果（主因子法・プロマックス回転後の因子パタン）

第１因子は６項目で構成されて、「窓を開ける」「換
気扇を使う」「洗濯物を外に干す」などの原発事故を
機に受けた日常生活での不安に関する項目が高い負荷
量を示した。そこで「日常生活での放射線不安」因子
と命名した。

第２因子は３項目で構成されて、「放射線量を確認
する」「放射能について調べた」など、放射能や放射
線について調べて情報を得る行動に関する項目が高い
負荷量を示した。そこで「放射能に関する知識習得と
線量確認」因子と命名した。

子どもが幼稚園・保育園に通っている保護者、子ど
もが小学校低学年（１，２，３年生）の保護者、子どもが
小学校高学年（４，５，６年生）の保護者の３条件（以降、
学年要因とよぶ）に分け、「日常生活での放射線不
安」の高さを一要因分散分析で比較した（Figure１）。
その結果、幼稚園・保育園の子どもをもつ保護者の不
安がもっとも強く、次いで、小学校低学年の子どもを
もつ親、小学校高学年の子どもをもつ親の順であっ
た。

Figure １ 保護者の放射線不安の強さの比較

Figure ２ 保護者が特に不安を強く感じていた項目
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Figure ４ 保護者のストレス

因子
１ ２ ３ ４

自責 ．７８０ －．０３１ ．０１１ －．０７７
頭痛吐き気 ．７３６ ．０３７ ．００６ －．０７８
取り乱す ．７２６ ．２６８ －．１３１ －．０８６
無口 ．６８５ －．１１３ －．００４ ．１６８
健忘 ．４７５ －．０７９ ．１７７ ．０００
食欲 ．４７４ ．１２５ －．０４３ ．１６３
感情抑える ．４２３ －．０９０ ．２６８ ．１７２
関連遊び ．４１０ ．３０４ －．０２０ －．１１１
興味低い ．３５３ －．１６９ ．１７５ ．２８０
怖がる －．０２１ ．７８５ ．０３６ ．０５１
急に脅える ．１１８ ．７３９ ．０３４ ．０２３
物音 －．１４９ ．７１９ ．１５４ ．０６７
繰り返し話す ．２４９ ．５４５ －．０２４ －．００３
大人にくっつく －．０２１ ．０７９ ．８３９ －．０４７
寂しい ．０４７ ．１３９ ．７０６ －．０３９
子ども返り ．２０８ ．００３ ．６４４ －．０７６
一人嫌 －．１４８ ．３６６ ．５３７ ．０５５
集中 －．０２０ ．０６６ －．１３３ ．８３９
かんしゃく ．００１ ．１２９ ．０５８ ．５０５

Figure ５ 子どものストレス反応（全項目合計）

中でも保護者が特に強く不安を感じていた項目は、
「子どもの外遊び」「洗濯物を外で干すかどうか」「マ
スクの着用」「県産野菜の購入」についてであった
（Figure２）。

Figure３には放射線に関する知識習得と線量確認の
結果を示した。これも、放射線不安の結果と同様、幼
稚園・保育園の子どもをもつ親の値が高く、このこと
は、年齢の低い子どもをもつ親ほど、熱心に放射線に
ついてモニターし、知識を獲得しようとしていること
を示している。
�保護者のストレス
保護者のストレス尺度の全項目のデータを使い、主

因子法による因子分析を行った。その結果、本尺度は
１因子から構成されていると考えられた。

保護者ストレスの高さを学年要因で比較するため
に、一要因分散分析を行った。その結果、幼稚園・保
育園児の保護者のストレスがもっとも強く、小学生を
もつ保護者のストレスに比べて有意に強いことが明ら
かとなった。
�子どものストレス反応
子どものストレス尺度１９項目に対して主因子法によ

る因子分析を行った。その結果、本尺度は４因子構造

と考えられた。そこで４因子を仮定して再度、主因子
法・プロマックス回転による因子分析を行った。プロ
マックス回転後の最終的な因子パターンを Table２に
示す。回転前の４因子で１９項目の全分散を説明する割
合は、６２．３％であった。

Table ２ 子どものストレス尺度の因子分析結果
（プロマックス回転後の因子パタン）

子どものストレス尺度の４つの下位尺度の平均値を
算 出 し、「う つ」下 位 尺 度 得 点（平 均０．５６、SD
０．４５）、「条件性恐怖」下位尺度得点（平均１．２２、SD

０．７４）、「不安・退行」下位尺度得点（平均１．２０、
SD ０．８０）、「イライラ・集中困難」下位尺度得点
（平均１．４４、SD ０．６６）とした。

Figure ３ 放射能に関する知識習得と線量確認
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Figure ６ 子どもたちのストレスを構成する因子ごとの得点と学年条件

因子
１ ２ ３ ４ ５ ６

悪夢 ．５４９ ．０９０ ．０７１ ．０５８ ．２０８ ．０２８
中途覚醒２回 ．５４３ ．１０５ ．０７６ ．０５１ ．０９５ ．００６
夜驚 ．５４２ ．０５１ ．０６７ ．０６５ ．０３５ ．０７９
歩く ．４２７ ．０２４ －．０４４ －．０２６ ．０７０ ．０８５
ぐずる ．３４８ ．１５６ ．２１５ ．０６７ ．１９０ ．０２８
就床時刻同じ ．０５６ ．７２９ －．０４５ ．０９９ ．００７ ．０１３
睡眠時間同じ ．０２７ ．６２７ －．０８４ ．０４３ ．０１２ －．００３
睡眠時間少 ．１４８ ．４４７ ．１０９ ．２５８ ．０７５ ．０４４
入眠２０分 ．１３２ ．３９４ ．１０２ ．０４１ ．０７２ ．０２１
一人怖い ．１３９ ．０５８ ．８１０ ．０３９ ．１８０ ．０３４
親が一緒 ．０４８ －．０３２ ．７３２ －．００５ ．１７３ －．００４
起床時眠気 ．１０１ ．１３２ ．０３１ ．８４４ ．０５１ ．０２１
親兄弟起床 －．０３５ ．０８６ －．０２６ ．５９３ ．０４０ ．０４０
起床気分嫌 ．３０８ ．１７２ ．０８７ ．３８５ ．１５２ ．０００
寝言 ．２０５ ．０１７ ．０８４ ．０７２ ．４７６ ．０２７
動く ．１７０ ．０９４ ．２０１ ．０８２ ．４５４ ．０３３
歯ぎしり ．０６２ ．０１５ ．０６８ ．０１２ ．３６９ ．０６９
無呼吸 ．１５８ ．００４ ．００６ ．０３３ ．０３７ ．５９６
いびき ．０１４ ．０６９ ．０３０ ．０４０ ．３７０ ．４４７

子どものストレスの強さを学年要因で比較するため
に、一要因分散分析を行った。その結果、幼稚園・保
育園児のストレスがもっとも強く、次いで小学校低学
年のストレスが強く、小学校高学年のストレスがもっ
とも弱いことがわかった（Figure５）。すなわち、年
齢が低いほど、子どもたちのストレスが強いというこ
とが今回の調査で示されたことになる。

Figure６には子どものストレス尺度を構成する４つ
の因子について、学年条件ごとの平均値を示した。こ
の図より子どものストレスを構成するどの因子につい
ても幼稚園・保育園児の得点が高く、年齢とともに低
下することがわかる。また、４つの因子を比較する
と、「うつ」は全体的に得点が低く、それよりは「条
件性恐怖」、「不安・退行」および「イライラ・集中困
難」の得点が高い。このことは、福島県の子どもたち
のストレスを考える場合に、「条件性恐怖」「不安・退
行」「イライラ・集中困難」といった問題について対
策を考える必要性があることを示唆している。
�子どもの睡眠習慣
子どもの睡眠行動尺度２１項目に対して主因子法によ

る因子分析を行った。その結果、本尺度は６因子から
構成されると考えられた。そこで、６因子を仮定して
再び主因子法・バリマックス回転による因子分析を
行った。その結果、十分な因子負荷量を示さなかった
項目が２つあったので、それらを分析から除外し、再
度主因子法・バリマックス回転による因子分析を行っ
た。バリマックス回転後の最終的な結果を Table３に
示す。

第１因子は５項目で構成され、「悪夢」「中途覚醒２
回」「夜驚」などの震災を機に現れた比較的重篤な睡
眠障害に関する内容の項目が高い負荷量を示してい
た。そこで「睡眠障害」因子と命名した。

第２因子は４項目で構成され、「睡眠時間が毎日同

じ」「起床時刻が毎日同じ」など、規則的な睡眠習慣
に関する内容の項目が高い負荷量を示していた。そこ
で「睡眠習慣」因子と命名した。

第３因子は２項目で構成され、「一人で寝るのを怖
がる」「大人と一緒に寝る」など、一人で眠ることに
対する不安に関する内容の項目が高い負荷量を示して
いた。そこで「睡眠時不安」因子と命名した。

第４因子は３項目で構成され、「目覚めるまで時間
がかかる」「起床時の気分が悪い」といった起床時の
眠気と関連する内容の項目が高い負荷量を示してい
た。そこで「起床時の眠気」因子と命名した。

第５因子は３項目で構成され、「寝言」「動く」と
いった睡眠時に比較的よく見られる軽度のストレスと
関連する内容の項目が高い負荷量を示していた。そこ
で「軽度ストレス」因子と命名した。

第６因子は２項目で構成されており「無呼吸」と
「いびき」という内容の項目が高い負荷量を示してい
た。そこで「無呼吸・いびき」因子と命名した。

Table ３ 子どもの睡眠習慣の因子分析結果
（バリマックス回転後）

睡眠障害因子につき、学年条件ごとの平均値を示し
たのがFigure７である。一要因分散分析の結果、幼稚
園・保育園児の得点は小学校低学年および高学年のい
ずれに比べても高かった。一方、小学校低学年および
高学年の児童の得点は、問題のない程度に低かった。

２４ 多重災害ストレスが児童期および幼児期の精神的健康に及ぼす影響



Figure ７ 子どもの睡眠障害

Figure ８ 子どもの睡眠時不安

Figure８には睡眠時不安につき、学年条件ごとの平
均値を示した。一要因分散分析の結果、幼稚園・保育
園の子どもたちは小学生に比べて不安が高く、小学校
低学年は高学年に比べて不安が高いことがわかった。

５．まとめと今後の展望

本研究より、次のことが明らかにされた。
�児童・園児の保護者では、子どもが小さいほど放

射線に対する不安が強く、また、放射線に関する
知識と情報獲得に熱心だ。父親に比べ、母親の方
が放射線に対する不安は強い。
�児童・園児の保護者では、子どもが小さいほど精

神的ストレスが強い。ストレスは、父親に比べ、
母親の方が強い。
�子どものストレスは、年齢が低いほど強い。すな

わち、幼稚園児・保育園児のストレス反応がもっ
とも強く、小学校低学年、高学年となるに従い弱
まる。ストレスの中心は、「不安・退行」、「イラ
イラ・集中困難」などのフラストレーション反応
および条件性の恐怖である。�うつ�は現段階では
比較的弱い。福島の子どもたちの心の問題とし
て、フラストレーションや条件性恐怖の問題が存
在し、対策を検討する必要がある。
�母親のストレスの強さと、子どものストレスの強

さに関連性がある。このことから、子どものスト
レスへの対処と同時に、保護者、特に母親のスト
レスに対処する必要性も考えられた。

福島大学研究年報 別冊
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